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郎
ら
の
思
想
と
行
動
を
だ
と
る

と
と
も
に
、
0
0
年
代
の
　
（
直
接
行
動
）
　
の
理
念
を
凝
親
し
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
ア
ナ

キ
ス
ム
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
問
題
を
論
究
し
た
大
著
。

▼
定
価
一
〇
〇
〇
円

夢

と

祈

講

師

★
鈴
木
清
順
著

色
彩
感
覚
豊
か
な
映
画
藍
常
が
綴
る
珠
玉
の
エ
ソ
セ
イ
集
。
村
木
源
次
郎
、
中
浜

専
ら
の
生
き
様
を
素
材
に
（
哀
し
み
）
　
の
根
源
に
迫
る
。
未
発
表
対
談
（
秋
山
清

・
菅
孝
行
）
を
収
録
。
▼
定
価
一
五
〇
〇
円

繊
　
減
・
中
島
貞
夫
の
映
画
世
界
・

「
日
本
暗
殺
秘
録
」
に
お
い
て
、
左
右
の
テ
ロ
リ
ス
ト
の
人
間
像
を
と
ら
え
た
中
烏

映
画
の
本
質
に
迫
る
。
中
高
監
督
の
書
き
下
し
エ
ソ
セ
ィ
、
イ
ン
タ
ヒ
ュ
ー
に
、
未

発
表
シ
ナ
リ
オ
「
磯
波
」
「
ジ
ー
ン
ズ
・
ブ
ル
ー
ス
」
を
収
録
。
▼
定
価
八
五
〇
円

わ
　
が
　
夢
　
二

★
秋
山
　
清
著

画
家
で
あ
り
詩
人
て
あ
っ
た
竹
久
夢
二
の
人
気
の
秘
密
を
解
く
。
▼
定
価
一
六
〇
〇
円

〈
面
接
質
札
へ
お
申
込
み
の
堀
金
は
、
送
料
（
客
　
0
0
日
）
を
加
え
て
ご
送
金
下
さ
い
一

〒

鵬

　

東

京

都

目

黒

区

大

橋

一

の

四

の

一

〇

T
E
L
（
英
一
）
六
二
八
八
振
替
東
京
五
－
一
二
〇
四
五
三

北
冬
書
房

地
下
に
功
を
寄
せ
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然
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リ
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れ
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音
好
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発
売
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方
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め
て
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喪
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週
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そ
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／
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沢
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道
／
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自
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不
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想
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し
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ア
ナ
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ム
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便利さに　未来も捨てる　使い捨て

盗　零　の　視　点

・、へ一特集　新しい労働運動をめざして　－－一

反帝労働運動と「労活」
一社会革命と全的解放をめざす労働者運動のためは一

企業内組合主義の批判としての地域合同労組

反戦派労働運動から受け継ぐもの

新しい組織形態としての評議会
－パナクークの思想に即して－

潮　　流（75年10月～12月）

活動メモ・機関誌紙・雑義論文・出版物

論　　潮

1　物価高の生活危機は世界の危機そのものやまないのか

2　図書館裁判闘争の終結と我々

3　三豊塚闘争の位置

4　労働組合は革命の起爆剤になり得るか

5　書評『虚無思想研究』

6　映画評『変奏曲』

クロッシュメット・イズヴェスチャ　9号

＜投稿＞東アジア反日武装戦線と非暴力直接行動の立場

読者の声

＜合評会報告＞暴力再考

編集後記
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